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優しさを感じる基準に関する調査 

 

2019 年 7 月 10 日 

A15CA046 A16CB051 A16CB067 

A17CB015 A17CB060 A17CB114 

  

問題・目的 

  

日常生活を送る上で、他人との関わりは必要不可欠である。新たな人間関係を築くため、

今ある関係を良好に保つために、私たちはたびたび「優しさ」を意識する。「優しさ」の基

準は人それぞれであるはずなのに、人には優しくするべきだと教えられ、できなかった時

には罪悪感を覚える。しかし私たちは、対象や状況によって、その「優しさ」を発揮する

かどうかの判断を迫られているように感じる。 

菱田(2004)は、優しさについて女性は自分の厳しい体験によって他人に対する「やさし

さ」を身につける傾向が推測されるとある。 

そこで、本研究では、ケースメソッドⅢを受講している女子大生を対象にインタビュー

形式で質問し、優しさとは何か、それは相手によって変化し得るのかを被検査者の体験を

元に調査することを目的とする。 

  
方 法 

 

日時：2019 年 5 月 8 日 10 時 50 分～12 時 20 分、2019 年 5 月 15 日 10 時 50 分～12 時 20

分 

場所：椙山女学園大学日進キャンパス 5-210 教室 

研究協力者：ケースメソッドⅢを受講している学生 10 名｛（A～J）平均年齢 21.8 歳｝ 

調査内容：下記の質問内容をもとに、半構造化面接を行い、優しさに関する質問を 7 つ行

った。  

1.    人からされて優しさを感じたことは何か 

2.    何が優しいと感じたか 

3.    自分が考える優しさとは何か 

4.    人に優しくしたいと思うか 

5.    それは何故か 

6.    誰に対しても優しくしたいと思うか 

7.    それは何故か 
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結  果 
 

初めに、質問 1「人にされてやさしさを感じたことは何か」に対する回答は表 1 のとおり

である。この結果から、大カテゴリーとして、金銭が関係しているものと関係していない

ものの 2 種類を抽出した。その結果、優しさを感じる場面に金銭が関係している回答が 5

個であったのに対し、関係していないとの回答が 17 個で多数であった。また、金銭が関係

している回答から、小カテゴリーとして、友人・家族からされて優しさを感じた場合の 1

種類を抽出した。その結果、友人・家族間で発生する優しさは 5 個であった。金銭が関係

しない回答については、中カテゴリーとして、友人・家族間に発生する優しさ、友人のみ

に発生する優しさ、知らない人・家族・友人間に発生する優しさの 3 種類を抽出した。そ

の結果、友人・家族間に発生する優しさが 10 個で一番多く、友人のみに発生する優しさが

3 個で知らない人・家族・友人間に発生する優しさが 4 個であった。さらに、中カテゴリー

を友人・家族の小カテゴリーとして、優しさの種類が心配である場合と心配でない場合の 2

種類を抽出したところ、「体調が悪い時に気遣ってくれた」や「相談事を聞いてくれた」と

いった自身に対して心配の気持ちを示してくれた時に優しさを感じるといった、心配して

くれたことに優しさを感じた回答が 7 個と一番多かった。ここから、優しさを感じる場面

は、金銭の有無に関わらず、むしろ金銭が関係していない場面で優しさを感じる人が多数

であることが分かった。また、優しさを感じる場面で最も多いのは、友人や家族が自身を

心配してくれた時だと考えられた。 
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次に、質問 2「何が優しいと感じたか」に対する回答は表 2 のとおりである。この結果か

ら、大カテゴリーとして、相手が限定されない場合と自分に限定する場合の 2 種類を抽出

した。その結果、優しくする相手が限定されないものに関係する回答が 7 個、優しくする

相手が自分に限定される回答が 7 個と半分に分かれる結果となった。また、優しくする相

手が限定されないものから小カテゴリーとして、親切心とその人の考え方の 2 種類を抽出

した。その結果、親切心を優しいと感じる人が 6 個で一番多かった。自分に対する優しさ

については、小カテゴリーとして、好意による優しさと好意と行動による優しさの 2 種類

を抽出し、行動を伴わない好意を優しいと感じる人が 4 個で、行動が伴う好意を優しいと

思う人よりもわずかに多かった。 
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次に、質問 3「自分が考える優しさとは何か」に対する回答を、大カテゴリーとして、行

動と思考の 2 種類に分けた。また、小カテゴリーとして、思考の中でも関心・気遣い・そ

の他に分け、表を作成した(表 3)。 

 行動に関する回答が 3 個、思考に関する回答が 10 個と、思考に関する回答が多く見られ

た。また、思考に関する回答の中でも、気遣いが 5 個、関心が 3 個、その他が 2 個と気遣

いが優しさであるとの回答が最も多く見られた。 

 

 次に、質問 5「それは何故か」に対する回答を、自分本位な考えと他者本位な考えの 2 種

類を大カテゴリーとし、表を作成した（表 4）。また、自分本位の分類では、自分にデメリ

ットを与えたくない・見返りを求める・その他の 3 種類に分類し、他者本位の分類では、

人にメリットを与えたくない・デメリットを与えたくないの 2 種類に分類し、それらを小

カテゴリーとした。 

自分本位な回答が 9 個、他者本位な回答は 6 個と、自分本位な回答が多く見られた。ま

た、他者本位な回答の中でも、人にメリットを与えたい・人にメリットを与えたくないが

共に 3 個と、どちらも同じ回答数であった。一方、他者本位では、自分にデメリットを与

えたくない・見返りを求めるが共に 4 個と、どちらも同じ回答数であった。 
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質問 6「誰に対しても優しくしたいと思うか」に対して、すべての人が誰に対しても優し

くしたいと回答した。この結果から、カテゴリーとして、優しくしたいけれど嫌な人には

優しくしたくないというマイナスの限定と、仲がいい人には特別優しくしたいというプラ

スの限定の 2 種類を抽出した(表 5)。その結果、マイナスの限定が 5 個、プラスの限定が 2

個であり、マイナスの限定の回答が多数であった。 

 

 

 最後に、質問 6 に対しての質問 7「それは何故か」の回答をカテゴリーとして、見返り、

その他の 2 種類を抽出した(表 6)。その結果、見返りに関する回答が 5 個、その他の回答が

2 個であり、見返りの回答が多数であった。 
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               考  察 

 
 本研究の結果から、人からされて優しさを感じたことは何かという質問に対して、金銭が

絡んでいない思いやりや、気遣いのある出来事を優しさと感じやすく、その中でも自分に

対する好意や、それに伴った行動に優しさを感じる人が多いと考えられる。また、自分が

考える優しさについては、行動や行為ではなく、気遣いや思いやりなど思考的なものを優

しさと考える人が多い。 

 以上の考察から、人は金銭が絡んでいない思いやりや、気遣いのある出来事に優しさを

感じやすい。その理由は、自分に対する好意や、自分に伴った行為に優しさを感じる人が

多いためであると考える。また、優しさとは、行動や行為ではなく、気遣いや思いやりな

どの思考的なものと感じている人が多いと考えられる。さらに、人が他者に優しくしたい

と思う理由は、見返りや自身にデメリットを与えたくないという回答が多いことから、他

者のためよりも、自身のためであることが多いと考えられる。 

 また、多くの人が、他者に対して優しくしたいと思っている。しかし、知らない人や苦

手な人に対しては、優しくするのは困難であると感じている人が多数であると考えられる。

そして、その理由も「いつか自分に返ってくると思うから」、「自分のため」といった回答

があるように、自身のために人に優しくしたいと思う人が多数であると考える。 

 このように、人は優しさを思いやりや気遣いと考え、また、他者に対して優しくする理

由は見返りを求める自分本位な気持ちが強いと考えられる。 

今回の調査では、検査者の調査不十分であったため、回答の解釈に検査者の主観と解釈

が混ざってしまうことが多くあった。今後の調査では、予備調査を実施し、精査する必要

があると考えられる。 
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